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猫
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俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
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】
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「
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」
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き
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元
に
香
る
迎
春
花

　

迎
春
花
は
中
国
原
産
の
落
葉
低
木
で
、
早
春
、
葉

に
さ
き
だ
っ
て
、
小
さ
な
六
裂
の
鮮
や
か
な
黄
色
筒

状
花
を
つ
け
る
。
花
の
形
が
や
や
梅
に
似
て
い
る
の

で
黄
梅
と
い
う
が
、
梅
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い

モ
ク
セ
イ
科
の
植
物
で
あ
る
。
作
者
は
寒
椿
の
根
元

に
芳
し
き
香
り
を
放
つ
迎
春
花
を
見
つ
け
た
喜
び
と
、

い
ち
早
く
春
の
訪
れ
を
感
じ
た
想
い
を
美
し
く
詠
っ

て
い
る
。
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井
勇
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功
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彰
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る
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歌
大
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に
、
全
国
各
地
か
ら
、

一
般
79
名
・
154
首
、
学
生
409
名
・
409
首
の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
は
残
念
な
が
ら
、
表
彰
式
と
講
演
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
に
入
賞

し
た
方
々
の
作
品
と
お
名
前
を
掲
載
し
ま
す
。
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下
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を
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ら
に
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牛
の
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け
る
滴
空
向
け
ば
雲
間
に
見
ゆ
る
虹
の
切
れ
端
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作
業
着
は
キ
レ
イ
な
時
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だ
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服
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れ
る
こ
と
で
立
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に
変
わ
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川
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石
田
高
校
一
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井　

秀
斗

井
上
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香
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裁
縫
箱
い
ろ
ん
な
道
具
が
増
え
て
い
き
何
だ
か
女
子
力
上
が
っ
た
よ
う
だ
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身
長
も
テ
ス
ト
の
結
果
も
の
び
な
く
て
の
っ
ぽ
の
友
に
点
数
を
き
く
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中
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や
り
た
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
あ
る
か
ら
つ
ら
い
ん
だ
手
ぶ
ら
で
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
を
ふ
む

高
知
南
中
学
校
二
年　

高
見　
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落
ち
て
い
く
線
香
花
火
の
火
の
玉
は
い
つ
か
の
僕
の
苦
き
思
い
出

高
知
南
中
学
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三
年　

鳴
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磨
宏

　
　
　
　
　
　
　

最
高
だ
楽
し
い
時
間
ホ
ー
ム
マ
ッ
チ
最
後
は
笑
顔
で
仲
間
と
ひ
と
つ

高
知
県
春
野
高
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二
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田
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奈
弓
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賞
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小
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の
部
】

吉
井
勇
大
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母
は
城
兄
は
石
垣
姉
は
堀
家
族
が
居
れ
ば
怖
い
も
の
な
し

香
長
小
学
校
五
年　

嶋
村　
　

陸

吉

井

勇

賞　
　

り
く
上
は
み
ん
な
で
走
る
ど
こ
ま
で
も
あ
き
ら
め
な
い
ぞ
大
は
し
り
す
る

山
口
県
中
村
小
学
校
三
年　

奥
藤　

直
久

井
上
佳
香
賞　
　

ミ
ニ
バ
ス
の
試
合
の
少
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
勝
ち
残
り
た
い
最
後
の
試
合

片
地
小
学
校
六
年　

山
崎　
　

陸

依
光
ゆ
か
り
賞　
　

秋
の
日
に
こ
う
よ
う
を
見
て
き
れ
い
だ
な
で
も
少
し
だ
け
か
な
し
く
な
る
よ

大
宮
小
学
校
五
年　

安
澤　

柑
太

佳　
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て
つ
ぼ
う
で
み
ん
な
な
か
よ
く
ま
え
ま
わ
り
ま
わ
る
と
き
に
は
み
ん
な
さ
か
さ
ま

山
口
県
中
村
小
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年

河
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ゆ
う

　
　
　
　
　
　
　

雪
積
も
り
家
族
の
足
跡
残
っ
て
る
小
さ
な
足
あ
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大
き
な
足
あ
と

片
地
小
学
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五
年　

國
光　
　

慧

　
　
　
　
　
　
　

雪
げ
し
き
こ
た
つ
に
入
り
な
が
め
て
る
あ
し
た
に
は
な
い
き
れ
い
な
け
し
き

大
宮
小
学
校
五
年　

西
村　

渚
沙

や
ま
ぢ

ぼ
っ
か

し
ず
く

く
も
ま ・

・
・

・
・
・


